



















































































































































































1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目
実験① 107．0 107．4 106．8 llO．0 llO．5 109．7
実験② 109．6 109．0 llO．0 lI55 115．0 114．5
実験③ 88．2 88．2 88．0 88．9 89．4 88．9
表2　風船の外周の測定値の平均
短軸方向1cm 長軸方向1cm 誤差1％
実験① 107．1 110．1 3
実験② 109．5 115．0 5




直後 30分後 直後 30分後
実験① 107．1 102．5 110．1 106．0



































実験① 7．9 5．8 0，008
実験② 12．3 9．1 0，012



































































































































































































































































































































































塩酸 濃度（mo1ノの 一 100
52
7．結果（得られたデータ・計算・明らかになった物理量・結果をまとめた表）
8．考察最重要
　1）予想の値と何％のずれがあるか？＋か？一か？7の表にまとめても良い．
　2）値を大きくする誤差要因は何か？小さくするものは？不明なものは？それぞれの
　　誤差の大きさは何％ぐらいか？最も大きいものは何か？
　3）誤差を小さくするには具体的にどんなことができるか？小さくできない誤差は？
　4）ヒヤリ・ハットしたこと．何が起きたか．なぜ起きたか．対策は．
　　　　＊「気をつけてやる」とかではなくて具体的に．
　5）炭酸ナトリウム（Na、CO、）を用いるなら0，500　molの二酸化炭素を発生させるために
　　　は5．OO　moVE塩酸が何m乏必要か？
　　　　ヒント：Na2CO3＋2HCI→2NaC1＋H，O＋CO，
6）発展させてどんな実験ができるか？（余裕のある人だけでよい）
7）その他なんでも自由に．
ihttp：〃gakuen．gifu－net．ed．jpノーcontents／rika＿kagaku！crOO．html
2祖裸道夫・山本景酢・山成数明・齋藤一弥・山本仁・高橋成人・鈴木孝義，学生のための化学実験安全ガイド，
東京化学同人（2003）．
ihttp：〃www．iamp．tohoku．ac．jpノー・liquid！MURA／hitorigotolgas－kijilco2．html
4http：〃plaza　10．mbn．or．jpノ・－iootentyo　lOOsec／index．html
s戸嶋直樹，理解しやすい化学IB・H，文教堂（1995）．
6卜部吉庸・渡辺格，理系大学受験［化学jIB・IIの新研究，三省堂（1996）．
